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助けやケアを受ける身になって初めて、自分の心の弱さを
認め、解放することができた。ホスピスナースとして疲れ
きっていたこころと体を癒やしてくれたのは、温かく通う
心の絆だったのである。
　この旅の経験は、「誰もが人生を旅する巡礼者である」
ということに集約される。医療者が患者や家族と同じ目線
に立ち、そして人間としてこころを開くことで互いに満足
できる癒やしの関わりとなるのではないかと考える。
　最後に、熊本大学保健学科同窓会
会長の田中紀美子准教授をはじめと
した関係者の方々に講演に招いてい
ただいたこと、さらに同窓会ならび
に懇親会開催当たってご尽力いただ
いたことに心から感謝の意を表した
い。

　医療者の役割は、患者や家
族をケアすることに重点がお
かれている。しかしながら深
刻な疾病や問題を抱えた患者
や家族と関わることが、一人
の人間としての医療者にもた
らす影響は、見過ごすことが
できない。適切なセルフケア
の教育を受けていない医療者
にとって、日々蓄積していく
ストレスや苦悩を抱えながら、患者や家族に対する効果的
な心の通うケアを提供することが果たして可能だろうか？
　今回の講演は、スペインでの巡礼の旅での体験と学びを
紹介し、医療者としてのこころのあり方、セルフケアの重
要性そして、一人の人間として患者と向き合うことの大切
さを問いかけるものである。
　スペイン北部に750㎞にわたって横たわるカミノデサン
ティアゴは、中世期に始まった巡礼の道であり、年間約
10万人の巡礼者が聖地サンティアゴを目指して旅をする
といわれている。「ホスピス」という言葉は、まさにこの
中世期の巡礼の旅の宿に由来している。アメリカにおいて
６年間在宅ホスピス看護師として終末期医療に携わってい
たものの、始めて「ホスピス」のルーツを巡礼者として訪
れた経験が、人間として、看護者として深い影響をもたら
した。
　巡礼のプロセスは、ごくシンプルであるが、道中出会う
人々とのふれあいや出来事、天候などが巡礼の旅を独自の
体験へと形作る。私たちは生まれたときから小さな死を体
験し、その小さな死にどう関わってきたかが、肉体の死を
迎える際に如実に現れるといわれている。巡礼の旅では、
失望、喪失、別れ、出会い、環境の変化など、小さな死を
常に体験する。人生は予期せぬことの連続である。漫然と
歩いていると大切な道しるべを見過ごしてしまうことがあ
る。自分自身の生き方を振り返るとても貴重な学びであっ
た。
　さらに学んだことは、専門職としての姿勢を維持するべ
きことはさることながら、よろいをかぶって接していて
は、心を開いた関わりは生まれないということである。無
防備な立場で不安や苦痛を抱えている患者と向き合う医療
者が、一人の人間としての生き方を振り返ることは重要で
ある。専門職の姿とは、完璧な人間であるということでは
ない。むしろ人間らしい自分を認め、正真正銘な自分を表
現する勇気も必要であると考える。巡礼者として人からの

山本みゆき（エナジーヒーラー・スピリチュアルカウンセラー）
（医療短大			看護学科　12期生）　　　　　　　　

「私を変えたスペインヒーリングロードの旅」
特別講演

懇 親 会

国家試験合格状況

試験種類 受験
年度

本	学	新	卒	者 全国（含既卒者）

受験者数
（人）

合格者数
（人）

合	格	率
（％）

受験者数
（人）

合格者数
（人）

合	格	率
（％）

看 護 師
19 65	 65	 100.0	 51,313	 46,342	 90.3	

20 65	 64	 98.5	 50,906	 45,784	 89.9	

保 健 師
19 74	 70	 94.6	 11,055	 10,066	 91.1	

20 77	 77	 100.0	 12,049	 11,773	 97.7	

助 産 師
19 14	 13	 92.9	 1,722	 1,690	 98.1	

20 17	 17	 100.0	 1,742	 1,741	 99.9	

診療放射
線 技 師

19 25	 22	 88.0	 2,444	 1,789	 73.2	

20 43	 34	 79.1	 2,547	 1,896	 74.4	

臨 床
検査技師

19 27	 27	 100.0	 3,997	 2,947	 73.7	

20 38	 37	 97.4	 3,701	 2,657	 71.8	
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◆看護学専攻
 【基礎看護学】
　教　授：前田ひとみ、森田敏子
　講　師：木子莉瑛、永田まなみ
　助　教：有松　操、南家貴美代
 【看護教育学】
　教　授：花田妙子
　准教授：角田俊治
　助　教：福山美季
 【臨床看護学】
　教　授：木原信一、宇佐美しおり、国府浩子
　准教授：田中紀美子、谷口まり子
　助　教：梅木彰子、柊中智恵子、服部多美子、村上美華
 【母子看護学】
　教　授：宮里邦子、 山内葉月
　准教授：坂梨京子
　講　師：寺岡祥子
　助　教：生田まちよ、千場直美、吉田佳代
 【地域看護学】
　教　授：上田公代、西阪和子、東　清巳
　准教授：永田千鶴
　助　教：石原千晴、根本博代、松本佳代

◆放射線技術科学専攻
 【医用理工学】
　教　授：桂川茂彦、白石順二、冨吉勝美
　准教授：阿部　誠、檜垣　強
　助　教：船間芳憲、米田哲也
 【医用画像学】
　教　授：荒木不次男、伊藤茂樹、尾道三一、冨口静二、

　佛坂博正
　准教授：島村正道
　助　教：肥合康弘

◆検査技術科学専攻
 【構造機能解析学】
　教　授：石丸靖二、二科安三、羽山富雄、吉永一也
　講　師：伊藤雅浩
　助　教：橋本弘司
 【生体情報解析学】
　教　授：乾　誠治、棚瀬純男、原田幸一、三森龍之
　准教授：石井俊徳、奥宮敏可
　助　教：熊谷エツ子、森　信子

保健学科教員紹介

看護学専攻（卒業生77名）
（就職）
熊本大学医学部附属病院 熊本県 32
熊本赤十字病院 熊本県 5
済生会熊本病院 熊本県 4
福田病院 熊本県 2
熊本市職員 熊本県 2
国立病院機構　熊本医療センター 熊本県 1
南関町職員 熊本県 1
浜の町病院 福岡県 4
福岡大学病院 福岡県 2
久留米大学病院 福岡県 2
福岡徳洲会病院 福岡県 1
済生会福岡総合病院 福岡県 1
国立病院機構九州医療センター 福岡県 1
長崎大学医学部・歯学部附属病院 長崎県 2
国立病院機構　長崎医療センター 長崎県 1
佐賀県職員 佐賀県 1
宮崎大学医学部附属病院 宮崎県 1
都城市役所 宮崎県 1
鹿児島県立病院 鹿児島県 1
京都第一赤十字病院 京都府 1
京都第二赤十字病院 京都府 1
済生会横浜市東部病院 神奈川県 1
日本赤十字社医療センター 東京都 2
慶應義塾大学病院 東京都 1
東京慈恵会医科大学附属病院 東京都 1
国立成育医療センター 東京都 1

就職小計 73
（進学）
熊本大学養護教諭特別別科 熊本県 3
熊本大学大学院保健学教育部 熊本県 1

進学小計 4

H21.4.27現在

放射線技術科学専攻（卒業生47名）
（就職）
熊本大学医学部附属病院 熊本県 3
熊本県総合保健センター 熊本県 2
熊本赤十字病院 熊本県 1
日本赤十字社熊本健康管理センター 熊本県 1
九品寺クリニック 熊本県 1
熊本セントラル病院 熊本県 1
植木町国民健康保険植木病院 熊本県 1
天草地域医療センター 熊本県 1
高木病院 福岡県 2
九州厚生年金病院 福岡県 2
済生会八幡総合病院 福岡県 2
福岡大学病院 福岡県 2
戸畑共立病院 福岡県 1
新古賀病院 福岡県 1
久留米大学病院 福岡県 1
行橋中央病院 福岡県 1
大牟田市立総合病院 福岡県 1
大牟田天領病院 福岡県 1
萩原中央病院 福岡県 1
白十字病院 福岡県 1
福岡煇栄会病院 福岡県 1
福岡大学筑紫病院 福岡県 1
湯布院厚生年金病院 大分県 1
島根大学医学部附属病院 島根県 1
京都大学医学部附属病院 京都府 2
上尾中央総合病院 埼玉県 1
東邦大学医療センター大森病院 東京都 1
東芝メディカルシステムズ株式会社 東京都 1
株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパン 東京都 1
株式会社日立メディコ 東京都 1

就職小計 38
（進学）
熊本大学大学院保健学教育部 熊本県 5

進学小計 5

平成20年度卒業生の進路状況について
検査技術科学専攻（卒業生39名）

（就職）
済生会熊本病院 熊本県 2
熊本中央病院 熊本県 1
熊本大学医学部 熊本県 1
熊本大学医学部附属病院 熊本県 1
八代総合病院 熊本県 1
高野病院 熊本県 1
田尻クリニック 熊本県 1
福岡中央病院 福岡県 2
国立病院機構九州ブロック 福岡県 2
高木病院 福岡県 2
九州大学病院 福岡県 1
大分県職員 大分県 1
健康保険諫早総合病院 長崎県 1
十善会病院 長崎県 1
佐世保市職員 長崎県 1
済生会唐津病院 佐賀県 1
宮崎循環器病院 宮崎県 1
宮崎大学医学部附属病院 宮崎県 1
鹿児島PCL 鹿児島県 1
今村病院分院 鹿児島県 1
いちき串木野市医師会立脳神経外科センター 鹿児島県 1
JA鹿児島県厚生連 鹿児島県 1
鹿児島県庁 鹿児島県 1
JA広島厚生連廣島総合病院 広島県 1
株式会社福山臨床検査センター 広島県 1
一心病院 東京都 1

就職小計 30
（進学）
熊本大学大学院保健学教育部 熊本県 3
熊本大学大学院医学教育部 熊本県 4
熊本大学大学院自然科学研究科 熊本県 1
神戸総合医療専門学校 兵庫県 1

進学小計 9
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熊本大学医学部保健学科同窓会会則

第１章　総　則
第１条	 本会は、熊本大学医学部保健学科同窓会（以

下「本会」という。）と称する。
第２条	 本会は、事務局を熊本市九品寺４丁目24番１

号　熊本大学医学部保健学科に置く。
第３条	 本会は、会員相互の親睦を図るとともに、母

校との連携を保ち、その教育の支援と発展に
寄与することを目的とする。

第４条	 本会は、前条の目的を達成するために、次の
事業を行う。

　　一　　会員相互の親睦及び研修に必要な事項
　　二　　母校の教育の支援・発展に関する事項
　　三　　その他必要と認められる事項
第５条	 本会は、必要に応じて各専攻等を単位とする

分科会を置くことができる。
　２		 分科会の設置及び運営に関する事項は、理事

会の承認を経て各分科会が定める。

第２章　会　員
第６条	 本会の会員は次のとおりとする。
　　一　正会員
　　　イ　熊本大学医学部附属看護学校、熊本大学医

学部附属助産婦学校、熊本大学医学部附属
エックス線技師学校、熊本大学医学部附属
診療放射線技師学校、熊本大学医学部附属
衛生検査技師学校、熊本大学医学部附属臨
床検査技師学校を卒業又は在籍した者

　　　ロ　熊本大学医療技術短期大学部を卒業又は
在籍した者、熊本大学医療技術短期大学部
専攻科助産学特別専攻を修了又は在籍した
者、熊本大学教育学部特別教科（看護）教
員養成課程を卒業又は在籍した者

　　　ハ　熊本大学医学部保健学科（以下「本学科」
という）を卒業又は在籍した者並びに在学生

　　　ニ　熊本大学大学院保健学教育部（以下「大学
院」という）を修了又は在籍した者および
在学生

　　二　特別会員
　　　イ　本学科教員
　　　ロ　本学科及び前項の学校の元教員
　　　ハ　前項以外の者で理事会の承認を得た者
第７条	 会員が死亡または会員たる資格を喪失したと

きは、退会したものとみなす。
第８条	 会員が、本会の名誉を傷つけ、または本会の

趣旨に反する行為をしたときは、総会におい
て出席会員の４分の３以上の議決により、こ
れを除名することができる。

第９条	 正会員は、会費（終身）として１万円を本学
科入学および大学院入学時に納入するものと

熊本大学医学部保健学科同窓会会則・細則
する。ただし、退会または除名された会員が
既に納入した会費、その他の拠出金は返還し
ないものとする。

第３章　役員等
第10条	 本会に次の役員を置く。
　　一　　会　長　　１名
　　二　　副会長　　２名
　　三　　理　事　　12名
　　　　　（看護６名、衛生３名、放射３名）とする。
　　四　　幹　事　　７名
　　五　　会　計　　２名
　　六　　監　事　　２名
第11条	 役員は次の職務を行う。
　　一　　会長は、本会を代表し、会務を総括する。
　　二　　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があ

るときはその職務を代行する。
　　三　　理事は、会員の代表として本会の運営に当

たる。
　　四　　幹事は、本会の実務に当たる。
　　五　　会計は、本会の会計事務に当たる。
　　六　　監事は、本会の会計を監査し、総会に報告

する。
第12条	 役員は、次により選出又は委嘱する。
　　一　　会長は、総会において正会員の中から選出する。
　　二　　副会長は、会長が正会員の中から推薦し委

嘱する。
　　三　　理事は、正会員の中から専攻毎に選出し会

長が委嘱する。
　　四　　幹事は、会員の中から会長が委嘱する。
　　五　　会計は、正会員の中から会長が委嘱する。
　　六　　監事は、理事会において正会員の中から推

薦し、会長が委嘱する。
第13条	 役員の任期は、２年とする。ただし、再任を

妨げない。
　２		 補欠による役員の任期は、前任者の残任期間

とする。
　３		 役員は、任期が満了しても後任者が就任する

まではその職務を行うものとする。

第４章　名誉会長及び顧問
第14条	 本会に名誉会長を置き、保健学教育部長を推

戴する。
第15条	 本会に顧問を置くことができる。顧問は、総

会の議を経て会長が委嘱する。
　２		 顧問は、重要事項について会長の相談に応ずる。

第５章　会　議
第16条	 総会は、原則として毎年１回開催し、次の事

項を審議決定する。
　　一　　事業及び決算報告
　　二　　事業計画及び予算
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　　三　　会則の制定及び改廃
　　四　　役員の選出
　　五　　顧問の推挙
　　六　　その他の必要と認める事項
　２　　会長は、総会を召集し、理事会の議を経て前

項に定める事項を提案する。
第17条	 会長は必要と認めたとき、臨時総会を開催す

ることができる。
第18条	 総会の議長は、出席会員の中から選出する。
第19条	 総会は、日時、場所、付議すべき事項等を示

して召集する。
第20条	 総会に出席できない会員は、あらかじめ文書

をもって意見を表示することができる。
第21条	 総会の議事は出席会員の過半数で決し、可否

同数のときは議長がこれを決する。
第22条	 総会は、議事録を作成し、これを保存する。
第23条	 理事会は、会長、副会長、理事及び幹事によ

って組織する。
第24条	 理事会は、会長が必要と認めたとき、又は理事

の５分の２以上の要求があったときに開催する。
第25条	 理事会は、会長が召集し、議長は会長がこれ

にあたる。
第26条	 理事会の議事は、出席者の過半数で決する。
第27条	 理事会は必要に応じて委員会を置くことがで

きる。

第６章　会　計
第28条	 本会の経理は、会費及び寄付金、その他の収

入を持って充てる。
第29条	 本会の会計年度は、毎年４月１日から始まり

翌年３月31日に終わる。

附　則　この会則は、平成16年４月１日から施行する。
附　則　この改正は、平成19年４月１日から施行する。
附　則　この改正は、平成20年４月１日から施行する。

熊本大学医学部保健学科同窓会会計細則

１	 同窓会費は１万円とし、本学科入学および大学院
入学時に一括納入することを原則とする。

２	 本学科同窓会費は、同窓会運営費として使用する。
運営費以外に使用する場合は、同窓会理事会の承
認を必要とする。

３	 金融機関への振込手数料は、会員の負担とする。
４	 金融機関に同窓会の口座を設け、会計が通帳・印

鑑を管理する。
５	 同窓会費の徴収は、入学時に行い、徴収後は速や

かに同窓会費支払者名簿を作成する。
６	 会計は、会計年度終了時に速やかに決算報告書を

作成し、監査を受ける。
７	 本細則の改正は、同窓会総会で行う。

附　則　この細則は、平成16年４月１日から施行する。
附　則　この改正は、平成20年４月１日から施行する。

　新春の候、皆様にはお元気でお過ごしとのこととお喜び
申し上げます。
　皆既日食、オバマ大統領就任等に心ときめいた2009年
でしたが、今年もワクワクドキドキすることが沢山あるこ
とを願っています。
　第６回熊本大学医学部保健学科同窓会総会を2009年８
月に開催しました。総会後の山本みゆきさんの講演では、
自然体で生きることの大切さを改めて考えました。引き続
き行われた懇親会では、「マウスなどの動物でも体調が分
かるので、患者様をよく観察して小さなサインを見逃さな
いで……」「社会人として働く場合に、コミュニケーショ
ンが非常に大切である」などの貴重なメッセージが先輩か
ら在校生に伝えられました。コミュニケーションの大切さ
は、若田光一さんの地球帰還時の挨拶にもありました。コ
ミュニケーションが上手にとれたことが宇宙飛行成功の鍵
の一つだったそうです。医療従事者にもコミュニケーショ
ン能力が求められています。コミュニケーションを上手に
とって、患者様の生活の質を高めたいものです。
　継続は力です。熊本大学では看護師、放射線技師ならび
に検査技師の教育がそれぞれ約111年、44年、45年前か
ら行われています。諸先輩の頑張りの成果が、熊本大学の
評価を高めていると思います。私たち保健学科同窓会役員
一同は、これまでに築かれた伝統を守り・発展させるよう
に努力しています。私たちの同窓会が、人材育成支援組織
ならびに卒業生の心の拠り所となるように、会員の皆様と
ともに発展していくことを願っています。
　同窓会総会についての案内を、熊本大学保健学科同窓会
のホームページ（http://hoken.kuma-u.jp/）に掲載する予
定です。2010年７月３日の総会ならびに懇親会で、皆様
とお会いできることを楽しみにしています。

保健学科同窓会幹事　熊谷エツ子
（衛生検査技師学校１期生）

編 集 後 記

平成20-21年度同窓会役員
名誉会長：石丸　靖二（熊大大学院保健学教育部部長）
会　　長：田中紀美子（熊大医学部保健学科看護学専攻）
副 会 長：前田　　浩（熊本市民病院中央検査部）
	 宮里　邦子（熊大医学部保健学科看護学専攻）
理　　事：
　（看護）	 尾山タカ子（熊大保健学科元教員）、谷口まり子（熊

大保健学科）、右田香魚子（熊大医学部附属病院）、
本尚美（熊大医学部附属病院）、川崎貴代美（熊本
市民病院）、坂梨京子（熊大保健学科）

　（放射）	 勝田昇（熊大医学部附属病院）、荒木不次男（熊大
保健学科）、川上恵（済生会熊本病院）

　（検査）	 増永純夫（熊本中央病院）、続隆文（熊本県赤十字
血液センター）、中村直子（熊大医学部附属動物実
験施設）

幹　　事：
　（看護）	 木山麗子（熊大医学部附属病院）、古澤智美（熊本

中央病院）、石原千晴（熊大保健学科）、大賀裕美（熊
大医学部附属病院）

　（放射）	 肥合康弘（熊大保健学科）
　（検査）	 熊谷エツ子（熊大保健学科）、春田昭一（済生会熊

本病院検診センター）
会　　計：柊中智恵子（熊大保健学科）、有松操（熊大保健学科）
監　　事：山本治美（熊大医学部附属病院）、今村かおる（熊

大医学部附属病院）


